
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の試験対象（１）に対して試験データを印加して、この試験対象から出力され
る応答データを受領して、試験データと応答データとの関係より、前記試験対象が有する
各種の通信プロトコルを評価する通信プロトコル試験装置（１０）において、
　

　
前記試験対象のデータ送受信に関する種類毎に設けられ、該当試

験対象に対するデータ送受信に関するハードウエア（３０ａ、３０ｂ）と前記各通信プロ
トコルを試験するための複数の試験プログラム（２６）と が組込ま
れた複数 の物理ＩＦユニット（１４）と、
　

　

　 指定された試験対象に対応する物理ＩＦユニッ
ト

指定された通信プロトコルの試験指令を送出
し、この物理ＩＦユニットから返信される試験結果を受領する試験制御部（２２）と
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試験対象と通信プロトコルとを指定した試験要求の入力操作に応じて、この入力された
試験要求を出力する操作部（１６）と、

この操作部（１６）が設けられた筐体に形成された複数のスロット（１３）に対して着
脱自在に設けられ、かつ

試験実行部（３２）と
種類

現在時点で前記各スロットに装着されている物理ＩＦユニットの種類を記憶するユニッ
ト装着テーブル（２５）と、

現在時点で前記各スロットに装着されている物理ＩＦユニットに接続されている試験対
象を記憶する試験対象接続テーブル（２４）と、

前記操作部から出力された試験要求にて
を前記ユニット装着テーブル及び前記試験対象接続テーブルを参照して決定し、この決

定した物理ＩＦユニットへ前記試験要求にて
を備



　前記各物理ＩＦユニット内に
試

験プログラムに基づいて ハードウエアを用いて指定
された試験対象に試験データを送出しこの試験対象から受領した応答データを評価し、こ
の評価結果を前記試験制御部へ試験結果として返信する

通信プロトコル試験装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インターネット等の各種通信ネットワークに組込まれた各種の通信機器が有す
る各種の通信プロトコルを評価する通信プロトコル試験装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
インターネットを始めとする各種通信ネットワークに組込まれた各種の通信機器が有する
各種の通信プロトコルを評価することは、新規の通信機器を開発したり、新規の通信ネッ
トワークを構築する場合に、欠かすことのできない重要な事項である。また、稼働中の通
信機器や通信ネットワークの保守、管理においても欠かすことのできない事項である。
【０００３】
通信プロトコル（ Protocol）とは、基本的に通信機器相互間で互いに通信の授受を行うた
めの約束事であるので、通信機器が有する通信プロトコルを評価する場合、図７に示すよ
うに、通信機器からなる試験対象１に対して、通信プロトコル試験装置２から、評価対象
の通信プロトコルに準拠したフォーマットを有した試験データを印加する。
【０００４】
通信機器からなる試験対象１は、通信プロトコル試験装置２から入力された試験データに
対して、自己が有する通信プロトコルに従って各種の処理を実施して、その一部を応答デ
ータとして通信プロトコル試験装置２へ返信する。通信プロトコル試験装置２は、送信し
た試験データと返信された応答データとを比較照合して、この応答データが、試験データ
を正しい通信プロトコルに基いて処理した正しい応答データであるか否かに基づいて、該
当通信機器が有する通信プロトコルの評価を実施する。
【０００５】
また、通信ネットワークに組込まれる試験対象１はこの通信ネットワークで送受信される
デジタルデータの伝送速度等に応じた送信回路や受信回路等のハードウエアが組込まれて
いる。
【０００６】
例えば、送受信されるデジタルデータの場合、このデジタルデータの伝送速度の仕様や規
格が、１０Ｍ bps／１００Ｍ bps、１．０Ｇ bps、２．５Ｇ bps、１０Ｇ bps等の複数種類存
在し、さらにデジタルデータの信号が光信号の場合、光の波長が０．８５μｍ、１．３１
μｍ、１，５５μｍ等の複数種類が存在する。
【０００７】
したがって、１０Ｍ bps／１００Ｍ bpsは電気信号で、１．０Ｇ bps、２．５Ｇ bps、１０Ｇ
bpsが光信号の場合、数種類の送受信回路等のハードウエアが必要となる。
【０００８】
したがって、伝送速度や光波長がそれぞれ異なる複数種類の試験対象１に対する通信プロ
トコルに対する試験を実施可能とするためには、各伝送速度と光波長との各組合せに対応
する送受信回路等のハードウエアを、通信プロトコル試験装置２内に組込む必要がある。
このように、多数の送受信回路等のハードウエアを予め通信プロトコル試験装置２内に組
込むと、通信プロトコル試験装置２が複雑化し、高価格化する。
【０００９】
このような不都合を解消するために、図８に示すように、各伝送速度と光波長との各組合

10

20

30

40

50

(2) JP 3667265 B2 2005.7.6

え、
設けられた試験実行部（３２）は、自己が所属する物理Ｉ

Ｆユニット内に入力した前記試験指令を受領し、自己が所属する物理ＩＦユニット内の
自己が所属する物理ＩＦユニット内の

ことを特徴とする



せに対応する送受信回路等のハードウエアを、この通信プロトコル試験装置２に対して装
着自在のカード４に組込むことが考えられる。よって、試験を実施しようとする試験対象
１のカード４を通信プロトコル試験装置２に装着することによって、該当試験対象１との
間でデータの送受信が可能となる。
【００１０】
また、インターネットを含む通信ネットワークに組込まれた試験対象１としての通信機器
に組込まれている通信プロトコルとしては、上述した通信機器相互間で実行されるデータ
送受信に関する比較的簡単なＯＳＩ（ Open System Interconnection）参照モデルにおけ
る下位層に所属する通信プロトコルの他に、多数の通信機器が組込まれた通信ネットワー
ク内をデジタルデータが目的地に正しく伝送されるためのＯＳＩ参照モデルにおける上位
層に所属する種々の通信プロトコルが組込まれている。
【００１１】
このネットワークに関する通信プロトコルの代表例として、ＰＰＰ、ＡＲＰ、ＩＧＭＰ、
ＢＧＰ４、ＩＣＭＰ等がある。
【００１２】
ＰＰＰ（ Point to Point Protocol　２点間接続プロトコル）は、インターネット等の公
衆回線網における２点間でパケットによるデータ交換を実施するためのプロトコルであり
、例えば、送受信されるパケット長を相互に確認する。
【００１３】
ＡＲＰ（ Address Resolution Protocol　アドレス解決プロトコル）は、パケットの送信
先のＩＰアドレスが既知でＭＡＣアドレスが不明である場合に、この不明のＭＡＣアドレ
スを検索するためのプロトコルである。具体的には、ネットワーク上の全部の通信機器に
対して同報通信でＩＰアドレスを指定したＭＡＣアドレスの問い合せパケットを送信し、
該当ＩＰアドレスを有した通信機器からＭＡＣアドレスの返信を得る。
【００１４】
ＩＧＭＰ（ Internet Group Management Protocol　インターネット・グループ管理プロト
コル）は、上述した、不特定多数の送信先にパケット（情報）を送信するブロード・キャ
ストに対して、予め登録された特定の送信先グループにおける各送信先へ同一情報を送信
するマルチ・キャストを実現するためのプロトコルである。
【００１５】
ＢＧＰ４（ Border Gateway Protocol Version 4 　境界ゲートウェイ・プロトコル）は、
各通信機器において、外部から入力されたパケットを通信ネットワーク内のどの経路を経
由して目的の端末へ転送するかを求めるためのプロトコルである。したがって、このＢＧ
Ｐ４内には、通信ネットワークの構成が記憶されている。
【００１６】
この各通信機器（試験対象１）が有するＢＧＰ４の試験法の一例を図９を用いて説明する
。図９に示すように多数の通信機器５が組込まれた通信ネットワークの一つの通信機器５
を試験対象１として、この試験対象１に通信プロトコル試験装置２を接続する。この場合
、試験対象１のＢＧＰ４は、各通信機器５へ問い合せを行い、ネットワークの構成を把握
して、パケットの最適経路を判断する。そこで、通信プロトコル試験装置２が、あたかも
、自己が一つの通信機器５として試験対象１へ応答した場合における、試験対象１のＢＧ
Ｐ４が行うネットワークの構成の把握とパケットの最適経路の判断とを、通信プロトコル
試験装置２が評価する。
【００１７】
　ＩＣＭＰ（ Internet Control Message Protocol　エラー制御プロトコル）は、ＩＰプ
ロトコル内のエラー制御プロトコルであり、このＩＣＭＰの制御メッセージは、ＩＰデー
タグラムのデータ部に載せられて送信され、転送エラーの制御、最終目的地が到達

試験やその報告、ホストやゲートウエイが処理できない転送速度の速度調整等を行
う。
【００１８】
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可能か
否かの



したがって、図８に示すように、通信プロトコル試験装置２内には、試験対象１が有する
上述したＰＰＰ、ＡＲＰ、ＩＧＭＰ、ＢＧＰ４、ＩＣＭＰ等の各通信プロトコルの動作を
試験するための各試験プログラム３が記憶されている。
【００１９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図８に示す通信プロトコル試験装置２においてもまだ改良すべき次のよう
な課題があった。
【００２０】
すなわち、この通信プロトコル試験装置２の記憶部内には、上述した５種類以上の試験プ
ログラム３が記憶されている。さらに、試験対象１の伝送速度や信号信号種別や光波長等
のデータ送受信に関する仕様や規格に対応した数種類のカード４が装着可能である。さら
に、各カード４には、複数の試験対象１が接続可能なように、複数のポート（入出端子）
が設けられている場合がある。
【００２１】
さらに、通信ネットワークに組込まれた各通信機器の各通信プロトコルに対して能率的に
試験を行うために、複数の試験対象１に対する通信プロトコルの試験を同時に実施したり
、複数種類の通信プロトコルに対する試験を同時に試験する場合がある。
【００２２】
これらの通信プロトコルの試験は通信プロトコル試験装置２に組込まれたメインＣＰＵが
各試験プログラム３に従って実施する。この通信プロトコル試験装置２に組込まれたメイ
ンＣＰＵは、通信プロトコルの試験の他に、試験結果のデータ処理や、試験結果の表示や
、各種試験条件の設定、操作者が操作するＧＵＩの応対、装着されているカード４の管理
、各カード４の各ポートの管理等を実施する必要がある。
【００２３】
したがって、通信プロトコル試験装置２に組込まれたＣＰＵの処理負担が増大し、通信プ
ロトコル試験装置２全体の試験能率が低下する懸念がある。
【００２４】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、各通信プロトコルを試験するため
の各試験プログラムを各物理ＩＦユニットに組込むことにより、試験装置全体を管理する
メインＣＰＵと実際に各試験を実施するＣＰＵとの間の処理の負荷分散を図ることができ
、試験装置全体の試験能率を向上できる通信プロトコル試験装置を提供することを目的と
する。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、複数種類の試験対象に対して試験データを印加して、この試験対象から出力さ
れる応答データを受領して、試験データと応答データとの関係より、試験対象が有する各
種の通信プロトコルを評価する通信プロトコル試験装置に適用される。
【００２６】
　そして、上記課題を解消するために、本発明の通信プロトコル試験装置においては、

試験対象のデータ送受信に関する種類毎に設けられ、該当
試験対象に対するデータ送受信に関するハードウエアと各通信プロトコルを試験するため
の複数の試験プログラムと が組込まれた複数 の物理ＩＦユニットと、

指定
された試験対象に対応する物理ＩＦユニット

指定された通信
プロトコルの試験指令を送出し、この物理ＩＦユニットから返信される試験結果を受領す
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試
験対象と通信プロトコルとを指定した試験要求の入力操作に応じて、この入力された試験
要求を出力する操作部と、この操作部が設けられた筐体に形成された複数のスロットに対
して着脱自在に設けられ、かつ

試験実行部と 種類 現
在時点で前記各スロットに装着されている物理ＩＦユニットの種類を記憶するユニット装
着テーブルと、現在時点で各スロットに装着されている物理ＩＦユニットに接続されてい
る試験対象を記憶する試験対象接続テーブルと、操作部から出力された試験要求にて

をユニット装着テーブル及び試験対象接続テ
ーブルを参照して決定し、この決定した物理ＩＦユニットへ試験要求にて



る試験制御部と
　 各物理ＩＦユニット内に

試験プログ
ラムに基づいて ハードウエアを用いて指定された試
験対象に試験データを送出しこの試験対象から受領した応答データを評価し、この評価結
果を試験制御部へ試験結果として返信する。
【００２７】
　このように構成された通信プロトコル試験装置においては、各物理ＩＦユニット内には
、自己が接続された試験対象のデータ送受信に関するハードウエアの他に、各通信プロト
コルを試験するための複数の試験プログラム が組込まれている。
【００２８】
そして、各物理ＩＦユニットに接続された試験対象に組込まれた各通信プロトコルに対す
る試験は、該当試験対象が接続された物理ユニット内に組込まれたＣＰＵ等の試験実行部
が実施する。
【００２９】
　したがって、試験装置全体を制御するメインＣＰＵ等の試験制御部は、試験対象と通信
プロトコルとを指定した 入力に応じて、この指定された試験対象に対応する物
理ＩＦユニットへ指定された通信プロトコルの試験指令を送出しこの物理ＩＦユニットか
ら返信される試験結果を受領すればよいので、従来装置に対して処理負担を大幅に軽減で
きる。
【００３０】
このように、試験装置の処理を、全体を管理する試験制御部と、実際に各通信プロトコル
の試験を実施する各物理ユニットの試験実行部とに分散できるので、試験装置全体の処理
能率を大幅に向上できる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図面を用いて説明する。
図１は実施形態に係る通信プロトコル試験装置の外観図であり、図２はこの実施形態の通
信プロトコル試験装置の概略構成を示すブロック図であり、図３は実施形態の通信プロト
コル試験装置の詳細ブロック図である。
【００３２】
図１（ａ）に示すように、通信プロトコル試験装置１０の正面１０ａには、ＧＵＩ（グラ
フィカル・ユーザ・インタフェース）の一部を構成する表示器１１及び操作パネル１２が
設けられている。通信プロトコル試験装置１０の裏面１０ｂには、図１（ｂ）に示すよう
に、ＰＣＩ（ Peripheral Component Interconnect周辺機器間接続）カードと称するカー
ド状の物理ＩＦユニット１４を装着するための５個のスロット（挿入口）１３が形成され
ている。
【００３３】
操作者は、通信ネットワークに組込まれた通信機器等の自己が通信プロトコルの試験を実
施しようとする試験対象１におけるデータ送受信に関する仕様や規格に合致したハードウ
エアや、各通信プロトコルを試験するための複数の試験プログラムを記憶するメモリが搭
載された物理ＩＦユニット１４を、任意のスロット（挿入口）１３に装着し、この物理Ｉ
Ｆユニット１４の各ポート（入出力端子）に試験対象１を接続したのち、実際の試験を開
始する。
【００３４】
図２に示すように、この通信プロトコル試験装置１０は、大きく分けて、前述した通信プ
ロトコル試験装置１０の正面１０ａに設けられた表示器１１及び操作パネル１２からなる
ＧＵＩ１５が組込まれた操作クライアント１６と、この操作クライアント１６に対してＬ
ＡＮ１７を介して接続された試験実施サーバ１８と、この試験実施サーバ１８に対して着
脱自在に設けられた複数の物理ＩＦユニット１４とで構成されている。
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を備えている。
そして、 設けられた試験実行部は、自己が所属する物理ＩＦユ

ニット内に入力した試験指令を受領し、自己が所属する物理ＩＦユニット内の
自己が所属する物理ＩＦユニット内の

及び試験実行部

試験要求の



【００３５】
操作クライアント１６には、例えば Windows98（登録商標）等の市販のＯＳが組込まれて
おり、この通信プロトコル試験装置１０のユーザが自己のパーソナル・コンピュータ等の
情報端末を、ＬＡＮ１７を介してこの通信プロトコル試験装置１０にアクセス可能である
。そして、この操作クライアント１６は、試験実施サーバ１８に対して、ＧＵＩ１５を介
して操作者が指定した各通信プロトコルに対する試験指示を出力し、試験結果を表示器１
１に表示出力する。
【００３６】
図３は試験実施サーバ１８の詳細ブロック図である。
着脱自在に設けられた各物理ＩＦユニット１４はスロット１３内に設けられた図示しない
コネクタを介してＰＣＩバス１９に接続される。このＰＣＩバス１９は、ＰＣＩバスブリ
ッジ２０を介して、試験実施サーバ１８のシステムバス２１に接続されている。このシス
テムバス２１に試験対象１に対して通信プロトコルの試験の実施を管理する試験制御部と
してのメインＣＰＵ２２及び主メモリ２３が接続されている。ＰＣＩバスブリッジ２０は
、バスクロックの周波数が高いシステムバス２１とバスクロックの周波数が低いＰＣＩバ
ス１９とを接続する機能を有する。
【００３７】
主メモリ２３内には、図４（ａ）（ｂ）に示すように、ユニット装着テーブル２５と試験
対象接続テーブル２４とが設けられている。
【００３８】
ユニット装着テーブル２５内には、現在時点で、この通信プロトコル試験装置１０の裏面
１０ｂの各スロット１３に装着されている物理ＩＦユニット１４が登録されている。
【００３９】
さらに、試験対象接続テーブル２４内には、現在時点で装着されている各物理ＩＦユニッ
ト１４の各ポート（入出力端子）に現在時点で接続されている試験対象の識別番号（ＩＤ
）が記憶されている。
【００４０】
ＰＣＩバス１９には、先述した複数の物理ＩＦユニット１４の他に、ＬＡＮ１７を介して
前述した操作クライアント１６が接続されたＬＡＮインタフェース２７が接続されている
。
【００４１】
ＰＣＩバス１９に対して着脱自在に設けられた物理ＩＦユニット１４において、ローカル
バス２８に対して、試験対象１からの入力端子２９ａ（ポート）を介した応答データを受
信する受信回路３０ａ、試験対象１に対して出力端子２９ｂ（ポート）を介して試験デー
タを送出する送信回路３０ｂ、試験対象１の各通信プロトコルを試験するための複数の試
験プログラムを記憶するメモリ３１、試験プログラムを用いて実際に試験を実施する試験
実行部としてのＣＰＵ３２、及び前記ＰＣＩバス１９との間に介挿されたＰＣＩターゲッ
ト３３が接続されている。
【００４２】
受信回路３０ａ及び送信回路３０ｂはデータ送受信に関するハードウエアを構成する。な
お、図３の例では、ポート（入力端子２９ａ、出力端子２９ｂ）は１つしか記載していな
いが、物理ＩＦユニット１４の種別によっては、複数のポートが設けられている。
【００４３】
メモリ３１内には、図４（ｃ）に示すように、評価対象の通信プロトコルである前述した
ネットワークに関するＰＰＰ、ＡＲＰ、ＩＧＭＰ、ＢＧＰ４、ＩＣＭＰ等を試験するため
の各試験プログラム２６が記憶されている。
【００４４】
また、ＰＣＩターゲット３３は、ＰＣＩバス１９と内部のローカルバス２８とを接続する
インタフェース機能を有する。
【００４５】
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この実施形態の通信プロトコル試験装置１０にて、予め準備されている各試験対象１のデ
ータ伝送速度や光波長等の仕様や規格で定まる物理ＩＦユニット１４の種類として、伝送
速度（ bps）、信号種別（電気信号／光信号）、光波長（μｍ）に応じて、下記に示す８
種類がある。
【００４６】
１０Ｍ bps／１００Ｍ bps 、電気信号　　　　　　　ポート数　８
１．０Ｇ bps、　光信号、光波長　０．８５μｍ　　ポート数　２
１．０Ｇ bps、　光信号、光波長　１．３１μｍ　　ポート数　２
１．０Ｇ bps、　光信号、光波長　１．５５μｍ　　ポート数　２
２．５Ｇ bps、　光信号、光波長　１．３１μｍ　　ポート数　１
２．５Ｇ bps、　光信号、光波長　１．５５μｍ　　ポート数　１
１０Ｇ bps、　　光信号、光波長　１．３１μｍ　　ポート数　１
１０Ｇ bps、　　光信号、光波長　１．５５μｍ　　ポート数　１
したがって、各物理ＩＦユニット１４における各受信回路３０ａ、送信回路３０ｂは、各
伝送速度、信号種別、光波長に対応した特性を有する。
【００４７】
このように構成された通信プロトコル試験装置１０で、試験対象１のデータ送受信の仕様
や規格に対応した物理ＩＦユニット１４をスロット１３に装着し、さらに、物理ＩＦユニ
ット１４の各ポート（入力端子２９ａ、出力端子２９ｂ）に各試験対象１を接続した状態
において、試験実施サーバ１８は図５に示す流れ図に従って試験対象１が有する通信プロ
トコルの評価を実施する。なお、この状態においては、試験実施サーバ１８の主メモリ２
３のユニット装着テーブル２５及び試験対象接続テーブル２４内に、装着した各物理ＩＦ
ユニット１４、及び接続した各試験対象１の識別番号（ＩＤ）が登録される。
【００４８】
操作者が、通信プロトコル試験装置１０の操作クライアント１６のＧＵＩ１５を操作して
、試験対象１と評価対象の各通信プロトコルを指定した試験要求を入力する。なお、この
場合、１個又は複数の通信プロトコルを指定することが可能である。この試験要求は操作
クライアント１６からＬＡＮ１７を介して試験実施サーバ１８へ入力される。
【００４９】
そして、試験実施サーバ１８の試験制御部としてのメインＣＰＵ２２は、この試験要求を
受領すると（ステップＳ１）、この試験要求に含まれる試験対象１、評価対象の各通信プ
ロトコルを抽出する（Ｓ２）。試験対象１に対応する物理ＩＦユニット１４を特定し（Ｓ
３）、この物理ＩＦユニット１４が装着されたスロット１３をユニット装着テーブル２５
から読出す（Ｓ４）。さらに、指定された試験対象１が接続されているポート番号を試験
対象接続テーブル２４から読出す（Ｓ５）。
【００５０】
以上の試験準備処理が終了すると、この各通信プロトコルに対する試験を開始する（Ｓ５
）。指定された複数の通信プロトコルにおける全ての通信プロトコルの試験が終了してい
ないことを確認すると（Ｓ７）、未実施の通信プロトコルに対する試験指示を先に特定し
たスロット１３に装着された物理ＩＦユニット１４へポート番号を指定して送出する（Ｓ
８）。そして、試験指示送出先の物理ＩＦユニット１４から試験結果が入力されると（Ｓ
９）、この試験結果を用いて、該当通信プロトコルの試験に対するデータ処理を実施する
（Ｓ１０）。
【００５１】
該当通信プロトコルの試験に対するデータ処理が終了すると、Ｓ７、Ｓ８へ戻り、未実施
の通信プロトコルの試験指示を物理ＩＦユニット１４へ送信する。Ｓ７にて、操作者が指
示した全ての通信プロトコルの試験が終了すると、各試験指示で得られた各データ処理結
果を、各通信プロトコルに対する評価結果（試験結果）として、ＬＡＮ１７を介して操作
クライアント１６へ送出して、表示器１１に表示出力させる（Ｓ１１）。
【００５２】
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また、スロット１３に装着された各物理ＩＦユニット１４の試験実行部としてのＣＰＵ３
２は、図６に示す流れ図に従って、評価対象の各通信プロトコルにおけるデータ通信の試
験を実施する。
【００５３】
試験実施サーバ１８から、一つの通信プロトコルの試験指示が入力すると（Ｑ１）、メモ
リ３１に記憶された該当通信プロトコルの試験プログラム２６を用いて、この試験プログ
ラム２６が指定する試験データを、指定されたポートの送信回路３０ｂを介して測定対象
１へ送信する（Ｑ２）。測定対象１からの応答データを、指定されたポートの受信回路３
０ａを介して受信すると（Ｑ３）、この受信した応答データを評価して、この評価結果を
指定された通信プロトコルの試験結果として、試験実施サーバ１８へ送信する（Ｑ４）。
【００５４】
このように構成された通信プロトコル試験装置１０においては、試験対象１が有するＰＰ
Ｐ、ＡＲＰ、ＩＧＭＰ、ＢＧＰ４、ＩＣＭＰ等のネットワークに関する評価対象の通信プ
ロトコルの各試験プログラム２６を、試験実施サーバ１８の主メモリ２３内ではなくて、
各試験対象１が接続される各物理ＩＦユニット１４のメモリ３１内へ設定している。
【００５５】
そして、各試験対象１の各通信プロトコルに対する実際の試験は、試験実施サーバ１８の
試験制御部としてのメインＣＰＵ２２でなくて、該当試験対象１に接続された物理ＩＦユ
ニット１４の試験実施部としてのＣＰＵ３２が実施する。
【００５６】
　したがって、試験装置のメインＣＰＵが全てを実行する図８に示す従来の通信プロトコ
ル試験装置２に比較して、処理の分散化を図ることができ、通信プロトコル １０
全体の試験処理効率を向上できる。
【００５７】
特に、複数の試験対象１に対して、同一又は異なる種類の通信プロトコルに対する試験を
実施する場合において、メインＣＰＵ２２の処理負担を大幅に軽減でき、プロトコル試験
装置１０全体の試験処理効率をより一層向上できる。
【００５８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の通信プロトコル試験装置においては、各通信プロトコル
を試験するための各試験プログラム を
試験対象が接続される各物理ＩＦユニットに組込んでいる。したがって、試験装置全体を
管理するメインＣＰＵと実際に各試験を実施する各物理ＩＦユニットに組込まれたＣＰＵ
との間の処理の負荷分散を図ることができ、試験装置全体の試験能率を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る通信プロトコル試験装置の外観図
【図２】同実施形態の通信プロトコル試験装置の概略構成を示すブロック図
【図３】同実施形態の通信プロトコル試験装置の詳細ブロック図
【図４】同実施形態の通信プロトコル試験装置の主メモリ内に形成されたユニット装着デ
ーブル、試験対象テーブル、及び各物理ＩＦユニットのメモリの記憶内容を示す図
【図５】同実施形態の通信プロトコル試験装置に組込まれた試験実施サーバの試験処理動
作を示す流れ図
【図６】同実施形態の通信プロトコル試験装置に組込まれた物理ＩＦユニットの試験処理
動作を示す流れ図
【図７】従来の通信プロトコル試験装置を示す模式図
【図８】同従来の通信プロトコル試験装置を示すブロック図
【図９】ＢＧＰ４（境界ゲートウェイ・プロトコル）の機能を示す図
【符号の説明】
１…試験対象
１０…通信プロトコル試験装置
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試験装置

と実際に各試験を実施する試験実行部（ＣＰＵ）と



１４…物理ＩＦユニット
１５…ＧＵＩ
１６…操作クライアント
１７…ＬＡＮ
１８…試験実施サーバ
２２…メインＣＰＵ
２３…主メモリ
２４…試験対象接続テーブル
２５…ユニット装着テーブル
２６…試験プログラム
３１…メモリ
３２…ＣＰＵ
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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